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１．勤労者の生活を生涯にわたってサポートします。
２．非営利・協同セクターの金融的中核として、その役割を
　発揮します。
３．人と人、人と地域をつなぐことを通じて、共生社会の実現に
　貢献します。

　「ろうきんビジョン」に掲げる“労働金庫のめざす姿”を道標として、〈静岡ろうきん〉の運動
と事業を持続的に発展させるための基盤構築と働く人とその家族の“笑顔”のために、「ろう
きんの理念」の実践を通じて福祉金融機関としての『真の価値』を発揮します。

「ろうきんの
理念」
の実践

第2期
中期計画

『ＴＲＹ』
（2015年度～2017年度）
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『飛躍』
（2012年度～2014年度）
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第3期
中期計画

『真価』
（2018年度～2020年度）
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第４期
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（2021年度～）
2014年１月
アール・ワン
システム移行
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第３期 中期計画『真価』
（2018年度～2020年度）

～働く人とその家族の“笑顔”のために、
会員とスクラムを組んで『真価』を発揮する３カ年～



働く人にもっとも身近で信頼される福祉金融機関を目指して
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Ⅴ 基本戦略を支える経営基盤の進化

● 収支改善およびコスト削減等、収益基盤の強化に向け、営業店・本部が一丸となって抜本的な対策を進めます。
● リスク管理の高度化を進め、事業基盤の強化に必要なリスクを受容します。
● 経営資源の有効活用に資する店舗・チャネル戦略および人員配置計画を立案・実行します。
● 事業運営原則の遵守、コンプライアンス経営の実践、内部管理態勢の強化を金庫経営の基本に、運動と事業の持続的な発展に努めます。

ろうきんは、誠実・公正および公開を旨とし、健全経営に徹して会員の信頼に応えます。

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ Ⅳ

ろうきん運動の深化 ろうきん利用の深化

営業力・生産性の進化 職員力の進化

真　価
「ろうきんの理念」

の実践

● 運営委員は
 ・ろうきん運動推進の中心的な役割を担い、ろうきん運

動を通じて勤労者福祉強化に取組みます。
 ・運営委員会の主体的な活動により営業区域の会員構

成員の利用度向上に取組みます。
 ・『ＴＲＹ』総括から認識した課題の克服に向け、営業店

と一体となって取組みます。

● 会員役員は
 ・〈ろうきん〉の商品・サービスを基本に「福利共済活

動」を構築します。
 ・世話役活動の実践により会員構成員の一生涯に亘る

ライフプランを支援します。
 ・運営委員会、〈ろうきん〉とスクラムを組んで勤労者福

祉強化に取組みます。

● ろうきん役職員は
 ・持続可能な顧客基盤の構築に向け、運営委員、会員

役員との信頼関係の下、職域におけるろうきんファン
拡大に取組みます。

 ・地域・家庭におけるろうきん利用推進とともに、ライ
フステージに沿った商品・サービスを拡充し、一生涯
に亘る取引を形成します。

 ・福祉事業団体役職員等と協働し、県内で働く人の利
用を促進するとともに、非営利・協同セクターで働く
人との関係づくりを強化します。

 ・働く人の生活を守るため、家計見直し運動等を通じて
可処分所得向上を目指します。

● 運営委員や会員役員、書記担当者との共通認識の下、
事務量削減に向けて前例にとらわれない見直しを進
め、事務の迅速性・堅確性を高めるとともに営業力のさ
らなる強化を図ります。

● 営業、事務、働き方を一体で捉えて業務を再構築し、生
産性をさらに高めます。

● 提供する金融サービスの発展・向上に向け、業態IＴ戦
略を補完する静岡ろうきん版IＴ戦略を策定し、IＴ統
制に向けた組織態勢を整備します。

● IＴやネットワーク技術等の進展に対応し、営業力向上
を図るとともに巧妙化するサイバー攻撃への対策を継
続します。

● お客様本位の業務運営をさらに追求し、思いやりや気
遣い溢れる応対等を通じてお客様との「共通価値」を
創造します。

● 「福祉金融プロフェッショナル」の育成を継続し、自立と
相互協力により、会員・働く人の負託に応えます。

● コミュニケーションの充実を図り、各職員が最大限のパ
フォーマンスを発揮できる環境を整備します。

● 働き方等に係る各種法令への対応を進め、すべての職
員が健康で活き活きと活躍できる健康経営に徹しま
す。
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ろうきんは、会員が行う経済・福祉・環境および文
化にかかわる活動を促進し、人々が喜びをもって共
生できる社会の実現に寄与することを目的とします。
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ろうきんは、働く人の団体、広く市民の参加に
よる団体を会員とし、そのネットワークによって成
り立っています。

「ろうきんの理念」の実践につながる
深化・進化による『真価』の発揮
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